
【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
さいたま市 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
さいたま市教育委員会 

取 組 の 名 称 
地元シェフによる学校給食 

実 施 時 期 
令和元年９月～令和２年３月 

取 組 内 容 【目的】 

地元で活躍されているシェフが、地場産物を活用した給食献立を提案すると

ともに、給食調理業務担当者と調理をした学校給食を提供することにより、子

どもの食への関心を一層高め、学校における食育を推進する。 

【実施期間】 

  令和元年９月～令和２年３月（学校給食実施日） 

【実施校】 

  市立小・中・特別支援学校 ４０校 

【依頼シェフ】 

  市内のレストランで活躍されているシェフ（１６名） 

【実施校説明会】 

  令和元年５月１０日（金）１５時３０分～ 

【成果】 

地元シェフ考案の、地場産物を活用した普段とは一味違う給食を体験するこ

とで、児童生徒の食への関心が高まったと各学校からは好評を得ている。 

＜児童生徒の感想・様子＞ 

 ・苦手な野菜が食べられた。 

 ・地元の食材がこんなにあると思わなかった。 

・将来、調理の仕事がしたい。 

 ・献立に込められている思いや、作っている人たちの思いを感じながら食べ 

た。 

・集会等でシェフの話を直接聞き、食への関心が高まった。 

 ＜教職員等の感想＞ 

・食への関心が高まった。 

・外国の文化やシェフという職業に対しての児童生徒の興味関心が高まった。 

・シェフに炒めるときのポイント等や火加減の調整の仕方などをきめ細かく指 

導してもらい、とても勉強になった。 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

さいたま市 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

さいたま市（健康増進課） 

取 組 の 名 称 毎年１０月は朝ごはんを食べよう強化月間 

実 施 時 期 １０月 

取 組 内 容 さいたま市では、「毎年１０月は朝ごはんを食べよう強化月間」として、朝食摂取

の啓発を強化しています。さいたま市健康づくり及び食育についての調査（平成２８

年）の結果によると、市民（１６歳以上）の約４人に１人は朝食を食べないことがあ

る状況です。朝食は、活動や成長に必要なエネルギーや栄養素を補給するなどの

重要な役割を担っていることから、啓発用リーフレットを作成しました。 
リーフレットには、朝ごはんの役割や、不足しがちな野菜を朝ごはんでしっかりと

食べることなどを掲載しました。 
朝食欠食の多い２０～３０歳代にアプローチするため、公立保育園（６１園）の全

児童の保護者へ配布したほか、保育施設、教育機関、公共施設等へ配布しました。 
リーフレットの PDF ファイルは、さいたま市の食育に関するポータルサイト 

「さいたま市食育なび」の以下 URL よりダウンロードできます。 
http://genki365.net/gnks18/pub/sheet.php?id=51681 

  

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

さいたま市 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

さいたま市さるはなキャンプフェスタ・親子のつどい実行委員会 

取 組 の 名 称 令和元年度さるはなキャンプフェスタ・親子のつどいの開催 

実 施 時 期 １０月２０日 

取 組 内 容 対象：市内在住の小学生とその保護者 

 

趣 旨：市内在住の小学生とその保護者が、野外活動を通して自然に親しむ場と、

家族のふれあいの機会を提供し、青少年健全育成の推進を図るもの。 

 

内 容：キャンプ場を利用した、自然に親しむ野外ゲーム、野外調理体験 等 

 

費 用：１人 ３００円（野外炊飯食材費ほか） 

 

参加人数：５９人 

 

成 果：班ごとに分かれ、みんなで協力してご飯を作り、一緒に食べることの楽しさ

を知ってもらうことができ、子どもの食への関心に繋がった。また、火おこ

しや飯ごうなどのキャンプ場ならではの食事づくりを体験してもらうこと

ができた。 

 

 




